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2月24日（金曜日）

２月24日、27日の代表質問
では、会派を代表して4人の議
員が質疑質問を行いました。

小島信昭
（自民）

岡　重夫
（県民）

2月27日（月曜日）

田並尚明
（民主フォーラム）

西山淳次
（公明）

ホームページでご覧になれ
ます
代表質問・一般質問の質疑
質問・答弁の全文は右から
ご覧になれます。

農
業
は
食
を
支
え
、
景
観
を

維
持
し
、
洪
水
を
抑
え
、
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
が
、
本
県
で

は
30
年
で
従
事
者
が
約
６
割
、
産

出
額
が
約
４
割
減
少
し
た
。
低
迷

の
時
代
を
断
ち
切
り
、
新
技
術
を

導
入
す
る
な
ど
、
農
業
者
が
持
続

可
能
で
発
展
的
に
経
営
で
き
る
農

業
政
策
を
掲
げ
る
べ
き
。
農
業
振

興
へ
の
考
え
を
伺
う
。

県
民
の
暮
ら
し
に
大
き
な
恩

恵
を
与
え
、
食
糧
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
も
、
農
業
振
興
は
最

も
重
要
な
政
策
で
あ
る
。
新
規
就

農
、
農
業
基
盤
整
備
、
農
地
の
集

積
・
集
約
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を

進
め
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
・
フ
ー
ド

テ
ッ
ク（
※
3
）な
ど
革
新
的
技
術

に
も
挑
戦
し
、
明
る
い
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
農
業
振
興
に
取
り
組
む
。

外
国
人
に
よ
る
日
本
の
土
地

購
入
が
増
え
て
い
る
が
、
水

源
地
が
外
国
の
所
有
に
な
る
と
安

全
保
障
上
の
危
機
を
招
く
恐
れ
が

あ
る
。
水
源
地
域
の
土
地
を
売
却

す
る
場
合
は
県
に
あ
ら
か
じ
め
届

け
出
る
条
例
が
あ
る
が
、
県
民
の

安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

県
が
も
っ
と
踏
み
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

平
成
24
年
「
埼
玉
県
水
源
地

域
保
全
条
例
」
施
行
以
降
、

外
国
資
本
に
よ
る
森
林
の
土
地
取

引
の
届
け
出
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
仮
に
、
そ
う
し
た
動
き
が
あ

る
場
合
に
は
、
市
町
で
土
地
を
公

有
化
で
き
る
よ
う
助
成
す
る
予
算

を
措
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

規
制
に
関
わ
る
法
整
備
に
つ
い
て
、

国
に
継
続
的
に
要
望
し
て
い
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用

促
進
に
よ
る
地
域
発
展
の
た

め
、
企
業
誘
致
は
有
効
な
手
段
と

考
え
る
。
大
規
模
で
先
進
的
な
工

場
が
立
地
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

魅
力
が
高
ま
り
働
き
手
が
集
ま
り

や
す
く
な
る
。「
一
件
で
も
多
く

の
企
業
を
誘
致
す
る
」
と
い
う
強

い
気
持
ち
で
積
極
的
に
進
め
て
ほ

し
い
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

本
県
の
企
業
誘
致
戦
略
に
お

い
て
①
地
域
の
持
続
的
発
展

に
貢
献
す
る
企
業
の
誘
致
②
全
国

に
向
け
た
企
業
誘
致
活
動
の
展
開

③
ワ
ン
チ
ー
ム
埼
玉
で
の
誘
致
活

動
の
展
開
と
い
う
三
つ
の
柱
を
立

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
立
地
す
る
な
ら
埼
玉
へ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
一
件
で
も
多
く

の
企
業
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
。

神
奈
川
県
立
田
奈
高
校
で
は
、

週
に
１
回
程
度
、
図
書
館
が

生
徒
の
気
軽
な
居
場
所
「
ぴ
っ
か

り
カ
フ
ェ
」
と
な
る
。
地
域
の
法

人
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
楽
し
く
交
流
す
る
空

間
は
家
庭
の
リ
ビ
ン
グ
の
よ
う
だ
。

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
を
解
き
ほ

ぐ
す
居
場
所
と
し
て
、
本
県
で
も

学
校
サ
ロ
ン
設
置
が
で
き
な
い
か
。

田
奈
高
校
を
参
考
と
し
た
学

校
サ
ロ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、

運
営
の
受
け
皿
と
し
て
生
徒
と
の

信
頼
関
係
を
地
道
に
築
け
る
団
体

や
地
域
の
方
々
の
協
力
が
課
題
で

あ
り
、
さ
ら
に
保
護
者
の
理
解
も

必
要
と
考
え
る
。
今
後
、
同
校
の

取
り
組
み
も
参
考
に
、
課
題
を
整

理
し
、
学
校
サ
ロ
ン
設
置
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
対
策
と
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
※
6
）

宣
言

代表質問

環
境
問
題
に
つ
い
て

水
源
地
の
確
保

代表質問

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
到

来
に
向
け
て

代表質問

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

代表質問

企
業
誘
致
に
つ
い
て

代表質問

一般質問

学
校
サ
ロ
ン
の
設
置
に
つ

い
て

一般質問

特
色
あ
る
県
立
高
校
づ
く

り
の
方
向
性
に
つ
い
て

若
い
世
代
中
心
に
地
方
移
住

の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

自
然
の
豊
か
さ
と
交
通
の
利
便
性

を
持
つ
本
県
は
移
住
に
適
す
る
と

考
え
る
。
移
住
施
策
に
取
り
組
む

市
町
村
の
動
画
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
積
極
的
に

情
報
発
信
す
る
べ
き
。
今
後
、
市

町
村
と
連
携
し
て
ど
の
よ
う
に
移

住
施
策
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

市
町
村
の
移
住
情
報
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
発
信
す
る
サ
イ

ト
を
構
築
し
て
お
り
、
こ
の
中
で

市
町
村
の
動
画
紹
介
特
設
ペ
ー
ジ

を
開
設
す
る
。
ま
た
、
新
た
に
市

町
村
の
情
報
を
集
め
た
移
住
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。
移
住
相

談
や
都
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
、
引
き
続
き
市
町
村
と
連
携
し

効
果
的
な
移
住
施
策
を
推
進
す
る
。

令
和
５
年
度
の
公
立
高
校
入

学
者
選
抜
で
は
、
募
集
定
員

に
満
た
な
い
高
校
も
多
い
。
統
廃

合
や
再
編
整
備
だ
け
で
な
く
、
県

立
高
校
全
体
で
継
続
的
に
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
特
色
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
な
ど
生

徒
に
選
ば
れ
る
学
校
と
な
る
よ
う

時
代
に
合
わ
せ
た
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

変
化
す
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
。
再
編
で
は
実
践
型

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
を
す
る
高
校
が
予
定
さ
れ
、

全
高
校
で
活
性
化
・
特
色
化
方
針

を
策
定
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度

か
ら
「
観
光
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
複
数
の
教
科
を
横
断
し
て

学
習
す
る
モ
デ
ル
事
業
も
行
う
。

環境

教育

代表質問

目
標
達
成
に
は
、
国
、
市
町

村
、
県
民
、
事
業
者
な
ど
全

て
の
主
体
と
協
働
し
、
新
た
な
視

点
で
の
取
り
組
み
拡
充
が
不
可
欠
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
や
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
※
7
）
移

行
な
ど
社
会
変
革
を
進
め
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
総
合
的
に

取
り
組
む
。
宣
言
は
、
計
画
改
正

後
に
行
う
よ
う
準
備
す
る
。

原
材
料
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
に

よ
り
資
金
需
要
の
高
ま
り
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
県
制
度
融
資

（
※
2
）に
お
い
て
借
入
条
件
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
利
子
補
給
率

を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
個

々
の
企
業
に
応
じ
、
き
め
細
や
か

な
対
応
を
行
う
た
め
定
期
的
に
三

者
で
協
議
の
場
を
設
け
、
金
融
の

円
滑
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

地
球
温
暖
化
対
策
は
人
類
の

生
存
に
関
わ
る
最
重
要
課
題
。

本
県
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
改
正
で
２
０
３
０
年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
２
０
１
３

年
度
比
26
％
削
減
か
ら
46
％
削
減

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
ど
う
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
か
。
ま
た
、

本
県
で
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
を
す
る
の
か
。

災
害
は
必
ず
や
っ
て
く
る
。

常
に
備
え
を
怠
ら
ず
自
然
災

害
へ
の
対
応
力
を
維
持
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
。「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
元
年
」
と
位
置
付
け
た

令
和
５
年
度
予
算
案
で
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
災
害
対
応
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
新
し
い
時
代

に
合
っ
た
訓
練
の
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

令
和
５
年
度
は
、
新
た
に
電

子
テ
ー
ブ
ル
や
電
子
黒
板
な

ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
、
本

部
と
現
場
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

情
報
共
有
に
よ
り
迅
速
・
的
確
な

災
害
対
応
を
目
指
す
。
新
し
い
時

代
に
合
っ
た
訓
練
と
は
、
こ
う
し

た
新
技
術
を
取
り
入
れ
改
善
す
る

な
ど
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
し

な
が
ら
実
施
す
る
も
の
と
考
え
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
元
年
に
お

け
る
災
害
対
応
訓
練
の
在

り
方
に
つ
い
て

代表質問Ａ Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
県
内
経
済

に
原
油
・
原
材
料
高
に
よ
る
コ
ス

ト
上
昇
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資（
※
1
）の
返
済
が

始
ま
り
、
中
小
企
業
か
ら
非
常
に

厳
し
い
と
の
声
を
聞
く
。
金
融
機

関
、
信
用
保
証
協
会
、
県
の
三
者

で
協
調
し
県
経
済
を
守
る
思
い
切

っ
た
対
策
は
打
て
な
い
か
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ 一般質問

市
町
村
と
連
携
し
た
効
果

的
な
移
住
施
策
の
推
進
に

つ
い
て

まちづくり

Ａ Ｑ

本
県
は
人
口
十
万
人
当
た
り

の
医
師
数
が
全
国
最
下
位
。

効
果
的
な
医
師
増
加
策
に
埼
玉
県

医
師
育
成
奨
学
金
制
度（
※
4
）が

あ
る
が
、
９
年
間
の
特
定
地
域
で

の
公
的
病
院
勤
務
が
返
還
免
除
要

件
と
な
る
。
救
急
等
不
採
算
部
門

を
担
い
地
域
の
中
核
と
な
る
民
間

病
院
も
多
い
た
め
、
免
除
要
件
を

民
間
病
院
勤
務
に
も
拡
大
す
べ
き
。

こ
の
奨
学
金
制
度
開
始
か
ら

10
年
以
上
経
過
し
、
医
師
や

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
も
当
時
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
総
合

医
局
機
構（
※
5
）で
、
奨
学
金
返

還
免
除
要
件
に
医
師
不
足
地
域
の

民
間
病
院
を
含
め
る
こ
と
に
つ
い

て
議
論
を
始
め
た
。
こ
の
議
論
や

制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
同
制
度

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

医療

Ａ Ｑ 一般質問

地
域
医
療
の
危
機
と
医
師

確
保
に
つ
い
て 

防災

中屋敷慎一
議長

武内政文
副議長

産業

代表質問・一般質
問の質疑質問・答
弁の全文は右から
ご覧になれます。

ホームページで
ご覧になれます


